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既存の抗菌薬を無効化する AMR（Antimicrobial Resistance）
薬剤耐性微生物の出現は、現在、人類の公衆衛生上の脅威と
なっている。細胞内でタンパク質合成を司るリボソームは、
抗菌薬の主要なターゲットであり、薬剤耐性機構の理解と、
それを乗り越える新規抗菌薬の開発が求められている。本講
演では、クライオ電子顕微鏡を用いた構造解析による、抗菌
薬作用機構の解明と新規抗菌薬開発に関する近年の成果につ
いてご紹介する。
使用言語：日本語　担当教員：生命農学研究科　加藤晃代（teruyo@agr.nagoya-u.ac.jp)
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